
 

- 1 - 

第２回 立野ダム予定地現地調査 資料 
                          ２０１５年１０月４日 

 

日程  １０：００ 日程説明 

  １０：１０ 現地調査に出発 

【Ａコース】立野峡谷（立野ダム本体建設予定地、水没予定地） 

【Ｂコース】黒川改修（小倉遊水地、内牧の河川改修工事） 

１２：２０ 現地調査より帰着、昼食 

１３：００ シンポジウム「ダムより自然を生かした村づくりを」 

①開会挨拶 

                  ②立野ダム問題の現状報告 

                  ③中島熙八郎先生の講演 

                  ④パネルディスカッション 

                  ⑤まとめ 

 １５：００ 閉会予定 

立野ダムが建設されようとしている立野峡谷 

（第 1 回現地調査 2014 年 8 月 17 日） 

 

共催 立野ダムによらない自然と生活を守る会 

立野ダムによらない白川の治水を考える熊本市議の会 

           ダムによらない治水・利水を考える県議の会 

 

当会は 2012 年 5 月の結成以来、九州北部豪雨や白川流域の現地調査、治水対策の提言、各行政機関な

どへの要請活動、集会や学習会の開催、署名活動、広報活動などを行ってきました。熊本が世界に誇る

阿蘇の大自然と、安全で豊かな白川を未来に手渡すために、皆様方のご支援・ご参加をお願い致します。 

      立野ダムによらない自然と生活を守る会 代表 中島康  http://stopdam.aso3.org/ 

      連絡先 熊本市西区島崎 4 丁目 5－13 電話 090－2505－3880  FAX 096－354－2966 

http://stopdam.aso3.org/
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【Ａコース】立野峡谷 

立野ダム本体建設予定地と、

ダム水没予定地を見学します。 

立野ダムは、阿蘇外輪山の唯

一の切れ目である立野峡谷に

国土交通省が計画した、高さ

90ｍの洪水調節専用の穴あき

ダムです。通常はダム下部に設

けられた３つの穴（高さ５ｍ×

幅５ｍ）から通水し、水はため

ないとされます。 

 

 

 

 

㋐立野小学校前広場より立野峡谷を望む 

左の写真は、立野ダム完成予想図（国交省提供）です。阿

蘇外輪山は、断層の動きによって立野で切れました。その後、

溶岩でふさがっては切れることを繰り返し、現在の立野峡谷

ができました。立野峡谷の南側（向かって右側）は先阿蘇火

山岩類の古い岩盤、谷の北側（国道が通っている台地）は、

新しい立野溶岩で出来ています。昨年 11月、国交省は仮排水

路トンネル工事に着手しました。仮排水路とは、立野ダム本

体をつくるために白川の流れを立野峡谷の南側に迂回させ

る長さ 480m、直径約 10mのトンネルです。 

 

㋑長陽大橋上から水没予定地 

北向谷原始林の下を流れる白川に、黒川が直角に合流してい

ます。合流点の約 1km 下流に立野ダムが造られようとしてい

ます。ダムが満水になった場合、南阿蘇鉄道の白川橋梁のアー

チ部分が水没します。北向谷原始林は国の天然記念物であり、

国立公園の特別保護地区となっています。本来、ダムなどの工

作物を造ってはならない場所なのですが、国交省は「平成 1

年に当時の建設省と環境庁の協議を経ているので問題はな

い」との見解です。 

 

㋒水没予定地まで歩いて下り、立野溶岩の柱状節理 

黒川の対岸に、阿蘇火山から流れてきた立野溶岩が冷え

て固まるときにできた角材状の割れ目（柱状節理）を見る

ことができます。昨年 9月 23 日、阿蘇地域は世界ジオパー

クに認定されました。しかし、世界ジオパークは４年毎に

再審査があり、このまま立野ダムができたら再審査で「取

り消し」になる恐れが大きいと考えられます。 
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【Ｂコース】黒川改修 
平成 24 年 7 月の九州北部豪雨

で、阿蘇市では黒川が至る所で氾

濫し、1874戸が床上・床下浸水。

多くの農地も浸水するなど、大き

な被害を受けました。 

その後、黒川は河川激甚災害対

策特別緊急事業（激特）に指定さ

れ、九州北部豪雨と同程度の洪水

に対し、家屋の浸水被害を解消す

ることを基本に、183億円をかけ、

河道掘削、遊水地、輪中堤、家屋

かさ上げなどの工事が集中的に実

施されています。 

 

㋐小倉遊水地 

 小倉遊水地は、面積 88ha（東京ドームグランド部分の 67個分）、

洪水調節容量 265 万㎥の、「地役権」を導入した遊水地です。普

段は農地として活用され、50年に一度の洪水の時には遊水地とな

ります。優良農地を大きく消失することなく、用地費の大幅な縮

減にもつながる治水対策です。農家は補償を受けられ、中小洪水

では「地役権」遊水地内の農地の浸水を防ぐことにもなり、対象

となった農家で、反対した人は 1人もいなかったそうです。 

驚くのが、小倉遊水地は毎秒 140 ㎥の洪水調節能力があること

です。これは、立野ダムの洪水調節能力（毎秒 200 トン）に匹敵

します。「地役権」を導入した遊水地は、黒川上流の手野にも建

設中です。 

黒川流域には７つの遊水地（車帰、無田、跡ヶ瀬、小野、内牧、

小倉、手野）が完成または計画中であり、合計で 686 万㎥の洪

水調節容量があり、単純計算すると毎秒 363 ㎥の洪水調節能力が

あると思われます。遊水地の整備を進めれば、立野ダムは不要と

なるのです。 

立野ダムをつくり、もし効果があったと仮定しても、阿蘇には

何のメリットもありません。阿蘇で遊水地をつくるなどの治水対

策をとれば、阿蘇のためにも、熊本市など下流のためにもなるの

です。 

 

㋑内牧の河川改修工事 

平成 24 年 7月の九州北部豪雨で、阿蘇市内牧の温泉街は大きな

浸水被害を受けました。黒川があふれてしまった原因は、川の断

面積（川幅×深さ）が小さいためです。そこで、黒川の断面積を

広げ、さらに堤防を強化するために、鋼矢板（連続した鉄骨）を

堤防上端まで打ち込んだ、壊れない堤防が造られています。 
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国土交通省「立野ダム事業概要」より 


